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奈良川源流域の植物 2013 年 1 月

オオイヌノフグリ 花の咲いていた草の 1つ。

スズメノカタビラ 花の咲いていた草は上記

の 2つのみ。

コブシ 花芽が綿毛に覆われている。

キブシ 冬芽は上向きだが、花は下に垂れる。

トウネズミモチ たわわに付いていた実は3週

間でほとんど全部食べられた。

ガガイモ 綿毛のついた実が飛び出す。

ミズキ 枝は互生し、冬芽が大きい。

クマノミズキ 枝は対生し、冬芽は小さい。


